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＜環境経営理念＞

　

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギー等により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄物の発生抑制につとめ、リサイクル率の向上に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．環境に配慮した工事に努めます。

６ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

７ ．この方針を全従業員に周知します。

　有限会社ナカニシグローバルは、創業より30年間営んできた産業廃棄物処理
業・解体工事業を通じ、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主
的・積極的に取り組みます。
また、作業においては安全第一で日々の業務に関し凡事徹底に努め、お客様に
安心してお任せ頂ける廃棄物処理業者をめざし、効率の高い業務を行い、リサ
イクル活動の推進はもちろんの事、最新の情報をお客様に提供し、最善の環境
対策を考え実行し、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいり
ます。

環境経営方針

代表取締役社長

2022年5月1日制定日：
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□組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名
有限会社ナカニシグローバル
代表取締役社長　仲西　友和

（２） 所在地
本　　　社 兵庫県豊岡市出石町袴狭31-1
中間処理場「Rステーション」 兵庫県豊岡市但東町畑967
積替え・保管施設 兵庫県豊岡市出石町宮内

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 運送部部長　 仲西　達也　　 TEL：0796ｰ52ｰ0300
担当者 運送部部長　 仲西　達也　　 FAX：0796-52-6553

（４） 事業内容
産業廃棄物処理業・解体工事業

（５） 法人設立年月　：　平成11年5月

（６） 資本金　：　3百万円

（７） 事業の規模(2022.5～2022.7）
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名 名 名 名
敷地面積 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

受託した産業廃棄物の処理量
ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ

ｔ

ｔ うち再資源化量 ｔ

3ｔユニック車 台
5ｔユニック車 台
3ｔｺﾝﾃﾅ専用車 台
4ｔｺﾝﾃﾅ専用車 台
11ｔｺﾝﾃﾅ専用車 台
2ｔダンプカー 台
10ｔダンプカー 台
4ｔパッカー車 台
4ｔウィング車 台
軽車両 台

合計 台
主要設備

台数
基
基
基

積み替え保管施設

㎡ ｍ3

（８） 事業年度 5 月 1 日 ～ 4 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 有限会社ナカニシグローバル
対象事業所： 本　　　社

中間処理施設「Ｒステーション」

積替え・保管施設

対象外： なし
活動： 産業廃棄物処理業・解体工事業

5,140

523

本　　　社 積替え・保管施設

2

1

1

14

中間処理後の産廃の処分量

Rステーション

1
1

4176

6

収集運搬量

4

破砕機

最終処分量

4 312 19

2022年7月31日

4484 177479087

2

1
圧縮梱包機 1

249.7

4

積み替え・保管施設 129.8

合計

RPF成型機

3

1

456
中間処理量 844

名称

321

1
1

車種 台数

名称 保管面積 保管上限
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

【1】経営組織図

【2】役割・責任・権限表

役　割　・　責　任　・　権　限

環境事務局

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．環境経営の取組結果や遵守評価の確認と代表者へ報告
３．環境経営目標、環境経営計画の確認
４．関連法規の取りまとめ表を確認
５．環境経営レポートの確認

１．環境管理責任者の任命
２．環境経営方針の制定
３．エコアクション２１を運用し、維持するための経営資源を準備
４．環境経営システムの定期的見直しの実施
５．社内情報の外部公開可否決定

部 門 責 任 者

環 境 事 務 局

2022年5月1日

代表者

全従業員

環境管理責任者

代　　表　　者

１．環境経営方針を理解し、部門の環境経営計画に従って活動する。
２．環境経営で決められたルールを遵守し、自主的・積極的に実践する。

１．自部門における環境経営システムの実施
２．自部門における環境経営方針の周知
３．自部門の従業員に対する教育訓練の実施
４．自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
５．特定された項目の手順書作成及び運用管理
６．自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練を実施、記
録の作成
７．自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

１．環境管理責任者の補佐、 EA21推進委員会の事務局
２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
３．環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
４．環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成
５．環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

 環境管理責任者

総務部 積替え・保管施設

施設長
工事部

部門長

工事現場 中間処理施設

施設長
収集運搬部

部門長

全従業員
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□許可の内容

　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

 一般廃棄物再生利用（再生輸送）業の指定

木
く
ず

紙
く
ず

プ
ラ
ス
チ
ッ

ク

刈
り
草

無 ○ ○ ○ ○

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
有 ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　特別管理産業廃棄物収集運搬業許可の内容

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
石
綿

無 ○
無 ○

　　産業廃棄物処分許可の内容
許可区域

兵庫県

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

金
属
く
ず

破砕 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
圧縮 ○ ○ ○ ○ ○
破砕・選別 ○ ○
圧縮成形 ○ ○ ○ ○

許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

廃棄物の種類

許可区域

豊岡市

2021年4月1日

4.9ｔ/日

許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

4.7ｔ/日
232ｔ/日
16.6ｔ/日

京都府

2024年3月31日

令和6年9月12日

豊生第2022-10号 2022年4月1日

第02817062466号

許可番号

許可年月日 許可有効年月日

廃棄物の種類

廃棄物の種類

第02817062466号 令和元年9月13日

廃棄物の種類

兵庫県

処理能力

事業の範囲

令和6年9月12日

2023年3月31日

令和元年9月13日

豊岡市 第2021-4号

中間処理

第02817062466号 令和4年2月15日 令和9年2月14日

京都府

許可区域

第02600062466号

許可区域

積
替
保
管

許可年月日 許可有効年月日

令和6年9月12日

令和元年9月25日

許可区域 許可番号

兵庫県

許可番号

第02650062466号

第02827062466号

許可番号

許可年月日

平成30年5月20日

平成30年5月20日

平成30年5月20日

平成30年5月20日

許可有効年月日

令和5年5月19日

令和5年5月19日

令和5年5月19日

令和5年5月19日

令和4年3月22日

兵庫県
令和9年2月1日
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□廃棄物処理フロー

排出者（お客様）

可燃物

産業廃棄物
　　収集運搬

特管産業廃棄物
　　収集運搬

排出者（お客様）

一般廃棄物

可燃物

不燃物

再生可能原料

産業廃棄物

木くず

収集運搬

当社収集運

当社収集運

当社収集運

処分（弊社及び協力会社または行政）

当該市処理

当社リサイクル施

焼却処理

破砕処理

破砕処理

当社中間処理施

再生利用原 当社収集運 圧縮成型

廃プラスチック

紙くず

繊維くず

ゴムくず

金属くず

ガラスくず・コ

ンクリ―トくず

がれき類

破砕処理

圧縮梱包

破砕・選別

（石膏ボード）

圧縮梱包

破砕処理

焼却・埋立処分

焼却・埋立処分

再資源化

（ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ）

再資源化

圧縮成型

埋立処分

再資源化

再資源化

（ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ）

再資源化

（ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ）

再資源化

（ﾏﾃﾘｱﾙﾘｻｲｸﾙ）

（ｻｰﾏﾙﾘｻｲｸﾙ）

焼却処分

当社収集運

搬
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□主な環境負荷の実績

単位

kg-CO2

受託収集運搬量 トン

受託中間処理量 トン

トン

トン

トン

㎥

kg-CO2/kWh
※負荷の実績は工事現場を含む

※2022年の実績は2022年5月～7月の実績値

□環境経営目標及びその実績

〇

✕

✕

✕

〇

〇

✕

〇

〇

✕

✕

✕

〇

0

190 6

86

57,048

自動車燃料による二酸
化炭素削減

基準年度比

水使用量

2022年（※）

264,480 71,389

2,493

kg-CO2

147%

12,473 18,31712,349

0.311

99%

2,581

0

2020年

2021年

二酸化炭素総排出量

　一般廃棄物排出量

　産業廃棄物排出量

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

%

ﾘｻｲｸﾙ率

受託廃棄物のリサイク
ル率の向上

%

項　目

0

受託最終処分への収集運搬量

電力による二酸化炭素
削減

建設副産物の再資源化
率の向上

44,174

73%

96%

55,336

0 348

（基準値)

199,626

基準年度比

44,620 51,165

197,630 199,626

再資源化率

456

0

55,907

（目標） （実績） （目標）

評
価

2022年 2023年

上段：

中段：

通期

7月末まで

56,477 18,317kg-CO2

※関西電力R3年度調整後二酸化炭素排出係数

221,940

産業廃棄物の削減

92% 95.6%

221,940 219,721 204,110

廃棄物排出量

0

0.311

2021年

2024年

（目標）

204,110

環境に配慮した工事の
推進

一般廃棄物の削減
1回/月 1回/月

基準年度比 99%

145,510

（分別状況の確認）

kg

水道水の削減 ㎥

基準年度比

94%

72%

193,637

215,282

86

91% 97%98%

217,943254,107

97%

1回/月

844

338

140% 98% 97%

341

62%

97%98%

99%

144,055

1回/月

195,634

248,974251,540

1回/月

217,501

204,110

※「上記二酸化炭素排出量合計」には生活暖房用途の灯油分は含みません。
※化学物質の使用はありません。
※建設副産物の再資源化率＝再資源化量（195t）÷廃棄物排出量（204t）×100％＝95.6%
※受託廃棄物のリサイクル率＝再資源化量（523t）÷受託量（844t）×100%＝62%

行動目標（次項による）

71%

348 345

94

95%

93

99%

1回/月

92%

62%

93%

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 256,674

70% 71%

115% 98%
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□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

2021年

2022年

2021年

2022年

一般廃棄物の削減

2021年

2022年

数値目標 ✕

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）
・不要照明の消灯

8月

〇

・アイドリングストップ

5月

・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○

6,898

626

10月 11月5月

○

達成状況

519

△
・ノー残業デーの実施

6月
0 0 0 0 0

9月7月

400

11,572 13,406 15,225

達成状況

△

取り組み計画 取組結果とその評価

・処理工程の待機時間短縮・効率化

5月

20,878
13,263 11,257
20,687 17,331

15,587

・梱包材の再利用

定性目標

・帳票見直しによる印刷物の削減

8月

0 0 0

・効率的なルートで配送

○

2月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

6,351

2月

5,812

0
1月

達成状況

○

0 0 0 0

○

6,442

4月10月 11月 12月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0

・廃紙、その他一般廃棄物については、全て当社にて再生利用（燃
料）しているため、排出は無かった。今後も現状を維持する。

4,777

3月
0

5,439 7,167

408

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

△

× ・照明などは、不要な箇所・休憩時間などの消灯を意識して取組む
ことができたが、処分場の廃棄物の取扱量が増えたことにより、設
備の電力を使用する時間が増えたため、基準年の数値を上回る
結果となった。
今後は設備の空回りの時間がないかを追求し、効率的に作業をす
ることで設備使用時間を減らし、使用電力を抑えられるよう努力し
ていきたい。

数値目標

11月 12月 4月
427

19,153

1月10月

・効率的なルート、回収件数を心がけ、走行距離を減らすなどCO-
2の削減を意識することができた。
今後も走行距離を意識しつつ、急な発進などをしないよう注意して
いきたい。

5,022
5,686

627 529

6,485

3月

2月

581 655

3月 4月

640

1月12月

7月5月 6月

463

6,544

○

535
9月

8月 9月

・分別の徹底

7,094 5,690
4,635 6,117

522
532

6月 7月

373

8月7月6月

・空気圧縮機のエア洩れ点検 ○

12月

○

10月

20,731

1月11月 4月3月2月9月

15,911 13,21619,204 14,908

0

10,000

20,000

30,000

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

電力（kWh） 2021年 2022年

0

200

400

600

800

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

8,000
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産業廃棄物の削減

2021年

2022年

建設副産物の再資源化率の向上

受託廃棄物のリサイクル率の向上

水道水の削減

2021年

2022年

環境に配慮した工事の推進

達成状況

45,480

・再資源化先の開拓

0

数値目標

5月

0

140,720 28,490 0

○

0

44,710 55,320

数値目標

・選別の徹底 △
・リサイクル先の開拓 △

数値目標 ×

・廃棄物の再資源化の推進（別項目で実施）

0

0

達成状況

5月

達成状況

・作業ミスの防止 △

✕

28

6月

31

7月 8月
28

・建築現場などの廃棄物においては、分別用の容器を配置するこ
とも困難な場所が多いため、混合物の排出が多く、当社での分別
作業が増え、作業効率に影響が出てしまう。今後、作業効率・リサ
イクル率の向上のため排出事業者様と当社の双方でメリットとある
分別方法の開発・提案を行っていきたい。

取組結果とその評価、次年度の取組内容達成状況

数値目標

#REF! ○

9月

・自動水栓取り付け
・節水弁取り付け

○
〇

△
・トイレに擬音装置取り付け

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

○

11月

27

△

29 33
2月 4月
28 2628 28

12月
26

3月1月

・排出先の分別徹底の依頼

○

△

・顧客クレーム削減

・工事については、施工主、周囲の住民等からのクレームもなく、
効率的な作業を行うことが出来た。
・中間処理の作業の際、金属などの異物が混入し作業が中断する
ことが発生した。今後、中間処理前の異物確認作業を徹底するる
と共に作業内容の改善を検討しなければならない。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

－
○

・工事の効率化 ○

#REF!

△
0

2833 32 29

・手洗い場とトイレ以外は、雨水を利用しているため可能な限りの
節水は出来ていると思うが、今後も節水シール、ポスターなどで無
駄な使用量を抑えられるよう努力して行きたい。

10月

・素材別容器の設置 ○

〇
達成状況

・分別の徹底

34,900
14,410

・現場で出た廃棄物は即日回収する ○

6月 7月 8月
18,930

10月 2月 3月12月11月
4,600

9月

・副産物は基本的には、当社施設で処理するため、施設での作業
効率を考え、現場での分別には力を入れている。そのため他の再
資源化施設の開拓についてはあまり進んでいない。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0 0

4月

・作業員への分別内容の周知を徹底しているため、混合物の排出
は無かった。今後もこの体制を維持していけるよう努力したい。

1月
13,630

取組結果とその評価、次年度の取組内容

13,250

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0 0 00 0
0 10,850 760 0
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：全員 ■実施内容：

■評価：火災を想定した訓練を行った結果、手順書 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし
の通りにスムーズに実施できました。
■実施状況の様子

環境関連法規等の名
称

〇

評価

特定家庭用機器廃棄物のサイクル料
金

対象建設工事実施の7日前までに
都道府県知事へ届出

家電リサイクル法

建設リサイクル法

業務用エアコンの簡易点検・記録保
存

消火設備の定期点検

2022年　5月　13日 有限会社ナカニシグローバル　本社

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

遵守事項又は規制基準

消火器の設計使用期間の管理

保管場所の表示（60ｃｍ×60ｃｍ以上で掲示）

適用される事項及び対応

使用保全(圧縮機定格出力7.5kw以上50kw未満)　簡易点検の実施　(1回以上／3年)

保管基準の遵守 ・ 廃棄物の悪臭・飛散防止

特定建設資材の分別解体及び再資源化

エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機の家電4品目はメーカーの回収ルートに
のせて適正処理しなければならない。（適正処理・処分）

マニュフェスト交付状況を毎年6月30日迄、県知事に報告

産業廃棄物の委託処理基準

〇

産業廃棄物の適正保管

排出事業者から産業廃棄物と
マニフェスト交付の返送・保管・報

告

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。また、関係当局より違反等の指摘もありませんでした｡

排出事業者から管理票ﾏﾆﾌｪｽﾄ伝票（複写式7枚綴A・B1・B2・C1・C2・D・E）交付受理

排出事業者に返送　（運搬終了後　・10日以内に　B2票）

排出事業者に返送　（中間処理終了後　・10日以内に　D票）

処分許可業者への委託契約書の締結

 排出事業者に返送　（ﾏﾆﾌｪｽﾄ交付日から　・90日以内に　Ｂ2票　・Ｄ票）

 排出事業者に返送　（最終処分終了後　・180日以内に　E票）

浄化槽法・法定点検 保守点検・清掃 毎年1回、浄化槽の保守点検及び浄化槽の清掃をし、その記録を3年間保存する

〇

〇

〇

〇

フロン排出抑制法

消防法

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
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□代表者による全体の評価と見直し・指示

（1）全体の評価 実施日：

（2）確認事項及び見直しの結果

□これまでの環境活動の紹介

ポップの掲示（本社・中間処理場）

環境ボランティアへの参加（本社）

2022年8月1日

変更なし6

5

4

3

2

1

各事業所・現場共に外部からのクレームは無し

法改正などに対応するため情報収集に努め、既存の法規につい
ても定期的に再確認する機会を増やし対応する

取組みの浸透を図るため定例会で活動の進捗状況を把握しつつ
計画を進める。

業務量の増加により電力、自動車燃料の使用が増えた。継続して
目標達成を図る

現状で問題なし

見直しの結果

実施体制

外部からの苦情等について

環境関連法規等の遵守状況

環境経営計画の実施状況

環境経営目標の実績及び達成状況

環境経営方針について

確認事項

この度が初めての取組みということもあり 、 社員に対する活動内容の説明、 現代社会の環境問題に対する

意識付けからの開始となった。

今回は3ヶ月に集約した取組みであったが、 水使用量は、 削減の目標を達成することができた。

一方、 電力、自動車燃料の使用量については、未達成月が多くなってしまった。

電力については、休憩時にも照明が点灯しているなどが確認され、自動車燃料においては、運転業務にお

いてあまり変化が見られなかった。

今後も業務量によって変動があると考えられるが、電力では、休憩時には積極的に消灯する、自動車燃料は

車両ごとの実燃費などを参考に、 急ブレーキ・急発進の抑制等、 各自ができる取り組みを着実に実施させて

いきたい。

今後はこの活動を通じて削減に対する社員の意識を高めさせていけるよう定例会などを設置し、 改善を図っ

ていきたい。 これらの評価結果に基づき 、課題解決に向けて、全社挙げて推進していく。

代表取締役社長 仲西 友和
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